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｢秩 序 イヒ 古こ お 8す る 舌Lれ と ヨF線 型
-ヘテロな物理系と量子揺動効果-｣
5月22日 (月) 13 :30開会､連絡事項など
A. 誰藩-.X=-i我艦_捲_-=1.鼓=濯=_.lW-#=-i (13:40-15:45)司会 :小貫 明
1.小田垣 孝 (九大理)(40+10)
ガラス転移 とダイナミ_クス
2.山 室 修 (阪大理)(20+5)
分子性液体 ･ガラスの部分的秩序化に関する熱的アプローチ
3.尾 開 之 康 (東工大理)(20+5)
サイ トランダムスピングラス模型の対称性 と相転移
4.上 野 陽太郎 (東工大理)120+5)
マイクロエマルジョンの格子スピンモデル
ー休憩 (15:45-16:05)-
8. (16:05-17:45)司会 :･川村 光
1.前 川 覚 (京大人環)(20+5)
かごめ格子反強磁性体RFe3(OH)8(SO.)2(R=Na.NH4)の磁性 と緩和
2.黒 田 明 義 (京大人環)(20+5)
古典かごめ格子反強磁性体の相転移
3.渡 会 征 三 (摂南大物理)(20+5)
層状三角格子反強磁性休の相転移





1.鈴 木 増 雄 (東大理)(40+10)
豊子スピングラスの理論
浅 川 仁 (東大理)
1次元RandonTransverse-IsingModelの基底状態
2.高 須 昌 子 (金沢大理)(20+5)
スピンボゾンモデルの非指数的凄和
3.宮 下 精 二 (阪大理)(20+5)
量子ゆらぎと準安定緩和





D. 董葦振替喜幕丑磯洋紙A=&=3_6-L練聾~葉菜 (13:00-15:25)司会 :鈴木増雄
1.都 福 仁 (阪大理)(40+10)
重い伝導電子のSpinDensityWave
2.北 岡 良 雄 (阪大基礎工)(30+5)
2次元三角格子系におけるオーピタルフラス トレーション
3.豊 田 直 樹 (大阪府大研)(30+5)
BEDT-TTF系の超伝導と磁性における非線型現象
4.野々村 禎 彦 (東工大理)(20+5)
2次元皇子ハイゼンベルグスピングラスの基底状態相図
一休憩 (15:25115:45)-
E. #=当蓋等≡#=亜≡載J#=瀧1-5TI-=非滞L=型=応等 (15:45-17:50)司会 :都 福仁
1.石 田 武 和 (大阪府大工) (40+10)
超伝導体の非線型帯磁率
2.川 村 光 (京都工繊大)(20+5)
超伝導セラミックスのオーピタルグラス転移
3.松 浦 基 浩 (京都工繊大)(20+5)
超伝導セラミックスの逐次相転移 と非線型磁化率






1.高 山 - (東大物性研)(30+5)
スピングラスのグ リフィス相における SlowDynamics
2.伊 藤 厚 子 (お茶の水大)(20+5)
スピングラス系FexMnl_XTiO3およびMnxMg1-XTiO｡交流帯磁率
一周波数依存性 と非線型帯磁率-




1.池 田 宏 信 (高エネルギー研)(30+5)
異常スピン拡散
2.高 野 一宏 (慶応大理工).(20+5)
緩和過程のモー ドとしてのクラスター
3.Li.N.S. (京都工繊大)(20+5)
AbsenceofReentranceintheTvo-dimensionalXY一mOdel
yithPositionalDisorder
連絡事項など､閉会 12:30
-615-
